








令和 ７ 年度 第１回 学校関係者評価委員会議事録 

令和７年 ７ 月 １０ 日（ 木 ）１５：３０～１６：４０ 

評価委員出席 

評価委員名 出欠 評価委員名 出欠 

熊本市立出水小学校校長 横山 幸生  出 熊本市立出水中学校校長 沖田 史佳 出 

学校法人泉心学園理事 福田千鶴男 出 熊本国府高等学校玉泉会 上田裕子 出 

熊本国府高等学校育友会会長 三原和章 出 出水校区自治協議会会長 榮田 晶夫 出 

出水校区防犯協会会長 齊藤愼次郎 出 出水商栄会会長 坂本正信 欠 

 意見等 

沖田委員（出水中学校校長） 

生徒のみなさんが八王子通りで、大変よく挨拶をしてくれる人数が多い。出水中学校の文化発表会で

披露いただいたチアダンスを見て、中学生が高校生のすごさを肌で感じ、憧れを抱いていた。また、

ハンドボールの合同練習など地元の中学生を大切にしていただいていると感じている。まなびやのプ

レゼンに来校した卒業生のプレゼンでの話が大変上手でうれしかった。吹奏楽部も人気である。小学

校と中学校は年３回授業を見合う交流がある。高校ともそうした機会ができるとよいと思う。 

 

斎藤委員（出水校区防犯協会会長） 

大賀ハスを愛でる会にも参加させていただいた。甲子園出場を果たし、他県でも国府高校は有名にな

った。校区としてうれしい。陸上投擲の卒業生が地元であり、応援している。 

 

福田委員（学校法人理事） 

 長年国府高校と共に過ごしてきた。３年前に退職したが、今年から授業を行っている。校内で声を出

して元気に挨拶を交わしてくれるのは、生徒一人一人の自信の表れだと感じている。今後も生徒の活

躍を願っている。 

 

上田委員（玉泉会会長） 

 息子も卒業生であり、これまで学校や生徒の変化について見てきた。素直な挨拶をしてくれる。「自立

のための生徒心得」がいきていると感じる。周囲で「国府を受験したが合格できなかった」との声を

聞く、それだけ人気があるのだろうと思う。吹奏楽部の少人数で頑張っていたときから知っており、

現在の演奏と人数を頼もしく思いこれからも頑張ってほしい。 

 

三原委員（育友会会長） 

 国府高校の保護者会育友会の会長２年目である。地域の方々にご協力をいただいていることに感謝し

たい。体育大会での生徒の姿を見ると団結していて活気がある。子どもたちが詐欺まがいの行為に会

うこともあると聞いている。安全に過ごせるよう見守っていきたい。 

榮田委員（校区自治協議会会長） 



 小中高の子どもたちを毎日見ている。挨拶が気持ちいい地域のイベントなどの際には、吹奏楽部やチ

アダンス同好会の出演やテントを借りるなど協力いただいている。いつも若い生徒のみなさんの力に

活気を感じている。体育大会を見させていただいて、エネルギーをもらっている。 

 

横山委員（出水小学校校長） 

 報告のあった探究活動やＩＣＴは小学校でも実施しており、１年生からＩＣＴ教材に取り組んでい

る。先日小学校で水防訓練を行った。学校周辺は道路の冠水などもあり、注意すべき所もある。冠水

や危険な状況などを共有できるとよいと感じた。 

 

 

 


